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鈎虫症は寄生虫疾患のうち，その感染の「広さ j
「深さ J及びヒトに及ぼす影響の甚大さのために我
国の社会環境特に農村地帯においては特に注目され
ている。柳沢 (1957)は我国農村における鈎虫卵陽
性率は約 30%に達しその驚くべき淫浸状態につい
て述べ，乙れが撲滅の為の基礎である鈎虫卵検査法
として鈎虫卵保有者のスクリーニン夕、としての各種
検査方法の検討及び農村における鈎虫卵陽性率の簡
易推測法等を試み公衆衛生学的見地からの具体的予 
防撲滅対策K関する研究があり，小宮 (1956)は我
固における鈎虫感染者の分布状況を全国的K調査し
農村人口 3500万人のうち 1000万人が感染している
とし，乙れが撲滅の為の効果的予防対策としての集
団駆虫と同時に原尿，土壌中の虫卵，仔虫の殺滅，
再感染の直接防止対策，鈎虫症発現の一つの防波堤
としての農村における食餌と栄養状態の改善対策を
同時に実施することが希ましく衛生行政措置におい
ても大きく取上げその対策を可急的iζ強力iζ推進せ 
しめるべきであるとしている。従来鈎虫症は臨床医
学の面において諸臨床家により早くから注目され， 
種々の研究が行われている。予防医学の面において
は特に欧米先進国に遅れていた我国で、も近年にいた 
り公衆衛生学の発達にともないその感染源対策とし
て鈎虫有保者の駆虫特に農村地帯における集団的は
全町，全村の撲滅を計るという方法がとられ三谷
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(1952)，磯田(1958)，柳沢 (1958)は顕著な予防撲滅
成績をあげている。併し乍ら直接の感染源である尿
尿及び土壌中氏生存する虫卵仔虫に対しては，これ
を完全に処理叉は殺滅することは容易ではない。厚
生省式改良便所，尿尿分離装置使所等は尿尿の処理
方法のーとして効果は期待出来るがこれのみ K頼る
ことは，我が国の現状からは無理である。、生卵及び
行虫を直接薬剤により殺滅する方法については従来
多くの研究があり尿尿中の畑虫卵K対し竹山(1951)
は尿尿中に発見される物質を用い，叉山仁l・稲臣
(1951)も同じく尿尿中氏含まれるインドール，カプ
ロン酸，カプリン酸，カプリール酸等を作用せしめ
殺滅を計った報告を行っている。長野(1952)は亜
硝酸ソーダが蜘虫卵殺滅の最重要薬物であるとし，
国井(1954)は芥子油の主成分K化学構造上関係ゐ
る化合物について畑虫卵に対する殺卵性を検討し，
松村 (1954)は諸種のアミノ酸の分解産物の殺卵力
を比較研究し，大沢(1955)は各種薬剤及び嬬蒸剤
を用いて実験を行い柳沢・内田 (1954)及び久津見
(1955)はネオヂクロン，二硫化炭素を殺卵剤とし
て使用した報告を行っている。浅見・小林・斎藤
(1955)は Cobalt60照射により虫卵の殺滅を図り
その変性像、に言及している。小宮・柳沢・児玉等
(1956)は二硫炭素，亜硝酸ソーダ，芥子油，ネオ
デクロン托よる殺卵実験を異る三カ所において行
い，その結果を比較検討している。鈎虫卵について
は小林等 (1955)は畑虫卵殺滅に有力な効果を期待
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できると目されているネオヂクロン，二硫化炭素， ると見なされ，且叉純粋の薬剤として容易K入手で
亜硝酸ソーダ，芥子油等を用いて各薬剤の種々の段 き，水溶液叉は添加水として実験に供するに便なも
階の稀釈液の鈎虫卵の完全殺滅l乙要する限界を定め のとして，インドール，亜硝酸ソーダ，アンモニア
る目的をもって実験を行い，芥子油においては 100 水，一価アルコールのうち炭素数3ケのイソプロピ 
C 3日作用で 32，000倍以上の稀釈液においても有 一Jレアルコール，一塩基飽和脂肪酸のうちプロピオ
効であり， 3日作用と 7日作用との聞に効力の差異 ン酸，カプロン酸を選定した。以上の 6種類の薬剤
が著明であり， 7日作用と 14日作用との間には目立 を使用して種々の濃度の稀釈水溶液，叉は添加水に
った差異は認めず，高温における場合が低温に比し 鈎虫卵を一定時間浸潰して，その際lζ出現する変性
て効果があると報告している。寺尾 (1957)は温度 像を追求し，いささか知見を得たので報告する。 
150Cの各条件下で水中の鈎虫卵に対して沃化メチ 
Jレ，沃化エチノレアリ Jレカラシ油，二臭化エチレンが 第 I章 実験材料並びに実験方法
1，000倍稀釈7日間作用で鈎虫卵の完全殺滅を認た 第 1節実験材料
とし，畑虫卵と鈎虫卵は各種薬剤l乙対してはほ Y同 実験l乙供した鈎虫卵は犬鈎虫卵を次節で述べる方
様の抵抗性を示したと報告している。以上の如く鈎 法により集卵したものを用いた。乙れら虫卵に作用
虫卵応対して殺卵剤の研究が 2，3行われているが， せしめた薬品としては，使池において通常見出され
現在迄の諸研究の結果を按ずるに殺卵剤の効果判定 る物質のうち蜘虫卵及び鈎虫卵lζ対して殺減効果の
の方法として，概ね，各種条件下に於ける虫卵の仔 認められている亜硝酸ソーダ並びに蜘虫卵に対して
虫に迄発育する百分率をもって行っているが，初期 強力な殺卵力を有するものとして既に報告されてい
の虫卵数に対する一定時間後の仔虫数というこの方 るもののうち，水溶液叉は添加水として容易に実験
法に於ては，その殺卵効果判定がや〉不正確になら に用いうるもののうち，虫卵に作用せしめて変性像
ざるを得なし、。即ち物理的，化学的，要因を受けた の比較的典型的なものを得られると推定される薬品
虫卵の中にはその発育速度が然らざるものよりも遅 としてインドール，アンモニア水，プロピオン酸，
く，一定時間後lζは他の正常虫卵は既l乙仔虫lζ迄発 カプロン酸，イソプロピールアルコー Jレを使用し
育せるにも拘らず，か〉る虫卵は尚「卵jの状態に た。これらの薬品は試薬として市販される純粋のも
とどまり，長時間を要して発育をとげる。 ζの様な のである。
虫卵群の存在を明確に示してこそ，殺卵効果の判定 第2節集卵方法
をより正確に示し得る。しかもか〉る虫卵群はその 鈎虫卵は畑虫卵と異り適温においては発育が短時
途中の経過に於いて変性像という形態的変化を辿る 間のうちに進行する為，集卵に長時間を費す ζ とは
ものと思われ， ζの変性像についての研究は上述の 実験の障害となり，その適確な成績をうる乙とは困
意味から追求されねばならぬ。これについて畑虫卵 難となるので，出来る限り短時間で集卵を終え実験
を用いて柳沢 (1955)は諸種の化学薬品を使用し尿 に供さなければならない。その為虫卵を含む沈誼中
尿中において虫卵殺滅試験を行い各種変性虫卵の形 K或程度の爽雑物を含むが著しい実験上の障害とは
態の程度及び変性像の相互関係について観察し，系 ならないから，飽和食塩水を用いて浮遊し遠沈する
統的整理を行い種々の変性形態は薬品の種類に対す 方法を用いた。犬鈎虫寄生の犬を朝食後散歩lζ連れ
る関係は少なく，且出現率は薬品の種類はより多少 出すと正常な健康状態にあるものは必ず排便する。
飽1の硫苦力1240この使を竹ばしで全量を取り比重の差異が認められたと報告している。鈎虫卵につい 
て戸崎(1958)が高温，低温，及び紫外線照射等の 和食塩水を等量加えて竹べらを用いて充分K混和し
物理的侵襲及び 2，3の殺卵剤による化学的侵襲を， て泥状と 0，これ lζ約 10倍の前記食塩水を加え撹
虫卵lζ加えその変性像を追求し，須永(1958)は各 持し大きい爽雑物除去の為ガーゼー 1枚を通し次l乙
種消毒剤，農薬，駆虫剤を犬鈎虫卵lζホールグラス 網目の大きさ 1/10 ~ 1/80インチのセイロ状金網を大
法により作用せしめ 300C24時間後の変性像を追求 き目のものから順次通し肉眼的爽雑物を認めない程
した報告を行い，発育不能卵を不受精卵，発育不良 度迄櫨過する。ついでこの櫨過液を直径約1.2cm， 
卵，変性卵iζ分け，変性卵は卵期によるものと卵細 長き約lOcmの試験管 20本花盛り上げて満たし約
胞の変性によるものとに分類している。私は尿尿中 20分間放置する。ついで28mmx28mmのカバーグ
に含まれる物質のうち姻虫卵に対して殺減効果のあ ラスを使用して盛上った波町の最上層の部分をとり
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水道水を用いて洗い虫卵含有液を求め，これを 1，500 取出し検鏡し，写真撮影を行う。この操作を P.E.
廻転5分間の遠心沈澱を行う。この際得られた虫卵 F.封入48時間後及び 72時間後にも行い， P.E.F. 
含有沈誼をとり，水道水を加えて，再び前記の遠心 封入後 72時聞をもって継続観察を終了する。
沈澱の操作を行い沈誼をとり，再び同様の操作を繰
返し出来る限り爽雑物を取除き虫卵含有液を得る。 第 11章実験成績
第 3節実験方法 第 1節車硝酸ソーダ水溶液による成績
前節の方法により採取した虫卵がお〉むね 8細胞 まえがき
以下の発育期にある乙とを確めた上で次の如包方法 亜硝酸ソーダを用いて蜘虫卵の殺滅を計った研究
を以て実験を行った。即ち使用した薬品は原則とし は竹山 (1951)，小林等 (1955)，小宮(1956)，小宮・
て溜水を用い，一定の濃度に稀釈して調製し，これ 柳沢・児玉等 (1956)等の報告があり，長野(1952)
を直径約 2cm，長さ約 10cmの蓋付遠沈試験管に は尿尿中の畑虫卵の死滅因子として，亜硝酸ソーダ
約 10cc入れ，乙れK採取した虫卵 100箇内至150 が最も重要なものであり，亜硝酸塩水溶液のみでは
箇を含む 1滴の虫卵含有液を投入し浸潰し 290CK 虫卵に対する殺滅力は甚だ低く，亜硝酸塩の水溶液
調節した僻卵器に入れ放置する。ついで鮮卵器に入 に酸を加へて得られる亜硝酸水が強力な殺滅力を有
れてから 6時間， 12時間， 24時間， 48時間の 4段 し，亜硝酸イオン N02は殺滅力は乏しいとしてい
階にわけで虫卵を浸潰した試験管を取出す。取出し る。小林等 (1955)は鈎虫卵殺滅の目的をもって，
た試験管は直ちに約 10ccの水道水を加えて， 1，500 亜硝酸ソーダを使用したが 1/10規定塩酸を添加して
廻転5分間遠心沈澱する。この沈-直を残し水道水， 実験を行っている。私は鈎虫卵の変性像を出来る限
被検液の混合液を捨て，再び水道水を約 10cc加え り典型的なものとする目的であえて酸を添加せず，
て前回と同様の遠心沈澱を行い沈誼を取る。乙の操 亜硝酸ソーダ水溶液を調製し，その水溶液の鈎虫卵
作を合計3回行うと虫卵を含む沈査の中Kはほ Y被 の発育を阻止する濃度と，発育阻止にあまり影響を
検液が存在しないものと見なしうる。対物ガラスに 及ぼきない濃度の水溶液使用iとより，虫卵の発育す
虫卵含有液を少量滴下し，方波見 (1956)のポリエ る場合，或は変性死滅する場合の移行状態及び様式
チレンフィルム法により継続観察を行いうるよう標 を観察する為， 5%，10%，20%，40%の溜水による
本を作製する。乙れに用いたポリエチレンフィルム 稀釈水溶液を調製して，虫卵lζ作用せしめた。尚該
は0.015mmの厚さの全く繊の認められない清浄な 水溶液を虫卵に作用させる際，その水溶液の温度は
ものを使用した。対物ガラス上に滴下した虫卵含有 最低 180Cを保つよう留意し，虫卵を水溶液K浸漬
液の上Kポリエチレンフィルム(以下 P.E.F.と略 し，直ちに併卵器中K放置したが，乙の際の併卵器
す)を密着させる為，虫卵含有液を中心として縦， の温度は 290Cを保たしめた。虫卵は前章で述べた
横共に約 2cmの正方形を対物ガラスの裏側に特殊 如き方法で採取したものを 100箇内至 150箇を使用
インクを用いて画き，その表面のガラス上にインク し，乙れがピペット 1滴に含まれるよう lとした。こ
での)').れた正方形にそってセメダインを薄く附着せ の際の虫卵の発育状態は 6細胞， 8細胞，が大多数
しめ， P.E.F.を静かに敏がよらない様にのせ四周 で， 2細胞， 3細胞， 4細胞， 16細胞は全体の約 10
をセメダインで附着固定せしめる。(乙の際敏が出 %乃至 20%であった。 P.E.F.封入により作製し
来たり空胞が出来たりせぬよう練習を要する。〉 密 た標本を用いて継続観察し， 72時間自における観察
着した P.E.F.により虫卵含有液は固定され7こ正方 を最終とし，脱殻した仔虫を除いた各発育期の虫卵
形内氏適当に拡散する為，虫卵の検鏡に便となる。 の変性像を 24時間目， 48時間目と同様に観察した。 
P.E.F.封入に使用するセメダインの化学成分の虫 鈎虫卵は姻虫卵と異り，発育が短時間のうちに進行
卵に及ぼす影響は全く認められなかった。尚 P.E. するので，薬剤の作用停止後 290CK保った瞬卵器 
F.は充分に酸素は通過せしめるので虫卵の無酸素 中に 72時間放置しても脱殻しない虫卵は変性死滅
による死滅は認められなかった。 P.E.F.で密封す したものとみなした。乙れは同一標本を 1週間，同
ると同時K検鏡し変性像を求め，写真撮影後ぺトリ 一条件の下に放置しても全く発育上の変化が認めら
{シャーレにガーゼを敷き，適当に湿潤させた上に れず，大多数が崩壊，叉はその過程にあったことか
標本を静かに載せ虫卵含有液が乾燥しないよう充分 ら立証される。薬剤の稀釈液に投入浸漬する虫卵の
注意の上再び勝卵器lこ入れ，放置し， 24時間後再び うち，あらかじめ変性卵及び不受精卵を調べ， P.E. 
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F.封入後の初回観察には虫卵総数から変性卵及び
不受精卵を除いて成績を求めた。対照として薬品水
溶液の代りに溜水を用いて虫卵を投入浸潰し，一定
時間浸漬後P.E.F.封入を行い継続観察し対照成績 
とした。
実験成績
1. 5%水溶液漫漬による成績
虫卵を上記水溶液に投入浸潰した時間は6時間，
12時間， 24時間， 48時間の4段階であり虫卵の 
P.E.F，封入後72時間目の最終観察時には対照とほ
Y同様に発育し約 96%の仔虫形成を認め，薬剤に
よる虫卵の変性像と推定されるものは特lと認められ
なかった。 
2. 10%水溶液漫潰による成績 
a. 6時間浸漬においては 97.6%の仔虫形成率を
示し対照とほ Y変らず変性は認められなかった。 
:;1ι4争防lTITlすl仔虫(不明 
6 
時
問 
P.EF.封入時 
最終観察時 0.8 I 0.8 
2.4 0.8 
97.6 0.8 
12 
時
間 
P.EF.封入時 
最終観察時 
1.7 3.4 
1.7 3.4 
4.3 90.6 
94.9 
3.0 
間最終観察時1.5 0.75 
1.5 94.0 
9.95 86.3 1.5 
岨|…ー |自最終観察時 0.9 58.6 37.7 2.8 
b. 12時間授漬においては P.E.F.封入後 72時
間自民桑実期卵は 3.4%で卵細胞の 1箇， 1箇が明瞭
に認められる形が見られた。かくの如き像を細胞境
界明瞭なものと呼称した。尚卵細胞の一部分が透明
叉は半透明に見えると乙ろがあり， ζれを透明化と
した。この透明化の出現する部位は不定位で細胞の
中心及び周縁花見られ大いきは不同である。分裂期 
卵は1.7%で円形叉は楕円形の割球が相接して並べ 
てある様な形を呈した。かくの如き変性形態を分割 
球離断とした。
C. 24時間浸漬においては最終観察時には 13.7%
の虫卵に変性を認めた。(以下変性率というの
は，最古冬観察時l乙於ける変性卵の百分率をさす)。
主な変性像としては細胞内に頼粒が出現する頼粒
化，分割球離断及び細胞が透明な胞状体を形成する
もの等が見受けられた。との胞は細胞を基底とする
半月形内至円形のもの及び細胞と一部分でのみ附着
している円形，楕円形のものがある。その胞の数は
1箇から 10箇以上のものもあり，大いきは大小不
同で小型のみの場合，大型のみの場合，大小型の混
合型などあり，かくの如き変性卵の形態を胞形成と
した。 
d. 48時間浸漬においては最終観察時の変性率は 
62.3%で，うち仔包期卵は 58.6%を示しその約半数 
はや〉軽度の萎縮を認めた。乙の虫卵の萎縮とは卵 
細胞が種々の形及び程度に収縮して少きくなるもの
をいう。変性卵の主な変化は頼粒化であった。
3. 20%水溶液浸漬Kよる成績 
a. 6時間浸漬 
P. E. F.封入 24時間後において桑実期で細胞に
横陣裂のあるもの1.95%，小胞形成のもの1.95%で
あり，分裂期卵は分割球不等のものが 0.98%認めら
れた。分裂期比於ては分割球の大いきの相違が明瞭
に認められる場合があり，これを分割球不等として
異常分裂の一つの形態とした。乙の分割球不等卵は
仔虫lζ迄発育するものが一部lζ認められた。この際
の各割球には部分的lζ崩壊及び透明化が認められる
場合があった。
表 2. 亜硝酸ソーダ 20%水溶液浸漬
による虫卵の百分率
浸漬|¥州の発|分裂|桑実[酬If1QI__J|観宍~.....-育期 I ~'~f.~' J I/.~;~ i/~~' I "w;1仔虫|不明
時間| 時期'~~~I 期|期|期|期 1" -'] 
12 
同ー
問 
24 
時間
P.EF.封入時
J 
44.4 
最終観察時 
E.F
 山 
川40146
37.01 26.8117.61 2.8111.2 
|151318|必 0|78
最終観察時 22.0113.11 12.0 1 0.9137.8 
tlPEF封入時i64U2I6叶4.6
間最終観察時 0.81 3.11 7.7 1 0.8 1 150.4 
b. 12時間浸漬
P. E.F.封入 72時間後において仔包期卵 17.6%
は全く頼粒化が著明でや〉硬い感じが見られた。齢l 
叫期卵も頼粒化が著明で一部の卵には萎縮及び崩壊
初期の像が見られた。桑実期卵も頼粒化し一部に萎
縮及び転位を認め，卵殻内においてばらばらに崩れ
ずに頼粒化のま、卵殻内にあったと同じような円形
叉は楕円形のま〉卵殻から流出した完全崩壊のも
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の及び流出途上にあるもの，並びに細胞周縁の一部 
崩壊したものを認めた。乙〉に見出された萎縮及び
転位のうち転位の形態とは卵細胞が種々の形及び程
度に変化して正常の位置から移動して偏位するもの
をいい，主に卵の長軸に沿って移動する場合が多か
った。発育期不明卵は 11.2%で崩壊を示し，一部の 
卵は細胞が分散して多数の小塊となって卵殻外lζ流 
出するものが見られた。 P.E. F.封入時lと見られた
虫卵のうち 4.6%は最終観察時には完全に崩壊した 
ものの如く消失し発見出来なかった。 
c. 24時間漫漬
P.E.F.封入時分裂期卵は 15.4%で大多数の虫卵
は萎縮が認められた。しかし ζれらの卵は継続観察
中に消失したものが多かった。蛸叫期卵は 45.0%で
うち約半数民軽度の萎縮を認めた。最終観察時rc1
隻 (0.9%)の仔虫を認めたのみであり，各虫卵共頼
粒化及び崩壊が著明であり，虫卵の消失は 14.2%で
あった。
d. 48時間浸漬
P. E. F.封入時全卵l乙頼粒化をみとめ，矧糾期卵
は62.0%でうち約半数に萎縮転位が認められ，桑実
期卵は強度の萎縮転位を示した。最終観察時には大
多数の卵に種々の形態の崩壊像が認められた。 P.E・
F.封入時に比して卵の消失は 37.2%であった。崩 
壊は卵細胞が崩れて全く正常の形を示していないも
のと，一部分崩れて残部に正常の細胞を認め発育時
期の明瞭なものとがあり，卵細胞の周縁の一部か全
周縁が崩れるもの，卵細胞の中心部と共に周縁も崩
れるもの等がある。崩壊が進行すると卵細胞が小塊
に分散して卵殻外iと流出するもの及び卵細胞が一つ 
の塊のま〉流出するものなどに分類出来る。部分的
に崩壊のみられる卵には透明化，胞形成がみられる
乙とがある。 
4. 40%水溶液浸漬による成績
a. 6時間浸漬
P. E. F.封入後 72時間自の最終観察時rc12.1% 
の仔虫形成を認める外全虫卵は著明な頼粒化を示し
た。桑実期卵は 4.8%でその約 4んは強度の萎縮転
位があり，約 1んは軽度及び中等度の萎縮転位と共
に崩壊初期の像を認めた。分裂期卵は 10.3%で全卵
分割球不等，分割球離断を認めた。発育期不明卵は 
58.9%で頼粒化が顕著であった。尚虫卵の消失は 
7.4%であった。 
b. 12時間浸漬
虫卵の発育は蛸叫期で停止し，鮮l叫期卵は僅かに
2.8%のみであった。 P.E.F.封入後 24時間目には
全卵頼粒化し桑実期卵は強度の萎縮転位がみられ，
分裂期卵は大多数が分割球離断を示し一部には萎縮
転位のものが認められた。発育期不明卵は崩壊像を
示した。最終観察時には桑実期卵8.3%，分裂期卵
6.6%，発育期不明卵40.7%であり， 虫卵の消失は
44.8% Iと達した。これは恐らく崩壊の為消失したも
のと推定される。
c. 24時間浸漬及び 48時間漫漬
P.E. F.封入時既K大多数の虫卵は発育期不明の 
崩壊像及び強度の顔料:化を認めた。 
小括
亜硝酸ソーダの各種の濃度の水溶液を用いて虫卵
に作用させた結果， 5%，10%水溶液を用いた際lζ主
として認められた変性像は分割球離断，小胞形成，
透明化，軽度の萎縮及び転位，細胞の頼粒化があ
り，短時間浸漬においては 90%以上の行虫形成が
認められた。 20%，40%水溶液を用いた際の主な変 
性像は頼粒化，崩壊が著明l乙出現し萎縮転位が蜂l叫 
期卵，桑実期卵lζ多数認められ，分割球離断が分裂
期卵lζ多く出現した。 20%，40%水溶液を長時間作
用させた場合においては 20%水溶液 24時間浸漬の
ものを除いて変性率は 100%を示した。即ち 20%， 
40%水溶液に長時間浸潰すれば不可逆性の変性像
が顕著に認められた。
第2節 アンモニア水溶液による成績
まえがき
アンモニア水の畑虫卵に対する殺滅濃度を基礎と
し，鈎虫卵の変性像を求め易い濃度として 0.25%，
0.5%，1.0%の3種の水溶液を調製し，第 E章で述
べた如く蓋付遠沈試験管比約 10ccの被検液を入れ
て，あらかじめ採取しておいた虫卵を 100箇乃至
150箇投入した。 この際他の薬剤の水溶液と異りア 
ンモニアガスの飛散を防ヤ必要上流動ノTラフィンを 
虫卵含有水溶液の上K静かに厚き約 0.5cm程度K 
重畳した。この操作により虫卵は外部よりの酸素の
供給は絶たれるわけであるが，対照において同様の
操作を行っても虫卵の発育は流動パラフィンの重畳
を行わない場合と同程度の発育を認めたので，乙の
場合には酸素不足による発育阻害は考慮に入れる必
要はない。以後の P.E.F.封入及び湿潤シャーレ内
での乾燥防止，及び継続観察等は前章で述べた如く
行い変性像を求めた。
実験成績 
1. 0.25%水溶液浸漬による成績
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a. 6時間浸漬
P. E. F.封入 24時間後において桑実期卵は 11.6
%で全卵頼粒化を示し一部lとは細胞周縁崩壊を認
めた。P.E.F.封入 48時間後においては分裂期卵は
分割球離断を認めた。 P.E.F.封入72時間後の最終
観察時における変性率は 24.1%で，その主なものは
頼粒化，崩壊初期，及び崩壊であった。
表 3. アンモニア水0.25%水溶液浸漬による成績
出陣話げ 1 !é~~1TItl吋明
 
6 Ip.E.F.封入時13.4196.61 
高|最終観察時12.5 1ω1 5.2175.91 3.5 
ロIp.E.F.;J;.t入時16.41 53.81 35.61 1 4.2 
尚|最終観察時 112.01 01 54.61 8.5 112.
24Ip.E.F.対入時10.9 1 3.8117.1161.91 116.3 
同|最終観察時.1 3.81 52.9112.31 7.6 
めた。分裂期卵の少数lζ分割球離断をみた。最終観 
察時の卵の発育は降l叫期卵1.8%を認めるのみで他
の卵は桑実期卵・分裂期卵であった。 P.E.F.封入
時lζ比して 8.3%の卵の消失を認めた 
b. 12時間浸漬 
P.E.F.封入時大多数の卵は頼粒化があり，軽度
の崩壊像を認めた。 P.E.F.封入24時間後において
桑実期卵4.0%は萎縮転位を認め， 最終観察時には
全卵頼粒化が著明で初期崩壊及び崩壊を認めた。虫
卵の消失は 14.2%であった。 
C. 24時間浸漬 
P.E.F.封入時比 63.9%の虫卵の細胞がや〉明る
く見えるものがあり， 分裂期卵4.3%は分割球離断
が認められた。最終観察時には全卵頼粒化，及び崩
壊が認められ，虫卵の消失は 17.7%を示した。尚細
胞のや〉膨化した卵も少数認められた。 
d. 48時間浸潰 
48Ip.E.F.封入時12.2 
問|最終観察時 ;:[引2160|:; P.E.F.封入時既に全卵頼粒化，崩壊が認められ最終観察時Kは24.2%の卵の消失があった。
b. 12時間浸漬
P. E. F.封入時桑実期卵は軽度の萎縮転位を示し
発育期不明卵は頼粒化及び崩壊が認められた。 P.E.
F.封入 48時間後においては細胞が小塊に分割され
て卵殻外K流出する最終的崩壊像が 0.7%認められ
頼杭化し崩壊の虫卵が 7.0%みられた。最終観察時
の変性率は 45.4%であった。 
C. 24時間浸漬 
P. E. F.封入時に桑実期以上に発育して崩壊した
と推定される卵が 15.2%あり P.E.F.封入後24時
間目に 12.3%の仔虫を認め，その他の卵は頼粒化及 
び崩壊を示し最終観察時には仔虫数は変化なく虫卵 
は全卵頼粒化及び崩壊が認められ 23.4%の虫卵は
崩壊消失したものと推定された。
d. 48時間漫漬 
P.E.F.封入時28.1%の仔包期卵は頼粒化が著明 
で分裂期卵2.2%は細胞周縁崩壊し，発育期不明卵
は17.1%で頼粒化及び崩壊が認められた。最終観察
時の仔虫形成は 6.0%で P.E.F.封入時に比して 
19.4%の虫卵の消失を認めた。 
2. 0.5%水溶液浸漬による成績
a. 6時間漫漬
P.E.F.封入時虫卵の大多数は頼粒化し細胞周縁
の部分的崩壊，少数卵に細胞周縁の大部分崩壊のも
のを認めた。発育期不明卵は全卵頼粒化し崩壊を認
3. 1.0%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸潰 
P.E.F.封入時分裂期卵は 94.6%，桑実期卵は 5.4
%でごく少数の卵に細胞周縁透明化を認めるのみ 
で大多数の卵は頼粒化，細胞周縁崩壊を認めた。最
終観察時には細胞の無構造崩壊及ぴ‘膨化を認め卵の
消失は 27.6%であった。
b. 12時間浸漬 
P.E.F.封入時全卵頼粒化及び崩壊が著明で最終 
観察時に開制期卵は 1箇もなく，卵の消失は 30.7%
に達した。
C. 24時間浸潰
P.E.F.封入時，主な変性は頼粒化，崩壊で、小胞
形成を認めた卵が僅かにあり，最終観察時の卵の消
失は 31.0%であった。 
d. 48時間浸漬 
24時間漫漬の成績とほ Y同様であったが，卵の消
失は 41.4% I乙達した。
小括
アンモニアは相当稀薄な水溶液においても虫卵に
対し著明な影響力を有し，その水溶液浸潰により認
められる主な変性像は頼粒化，崩壊という虫卵の変 
性の最終的段階lζ短時間のうちに陥札少数卵に透 
明化・胞形成・膨化が認められた。水溶液の濃度に
よる差異は 0.25%水溶液においては 48時間浸漬に
おいても仔虫形成を認めたが0.5%，1. 0%において
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は全く仔虫は発見されず 100%の変性率を示し，そ
の発育も 0.5%6時間浸漬lとおいてのみ蜂l創期卵が
僅かに認められるのみで，他は桑実期で、発育が停止
するという程虫卵K対し強い作用を示し，最終観察
時K認められた虫卵の消失も短時間で卵が完全崩壊
してその数が著明K減少する事実もアンモニア水の
著しい虫卵への影響力を示している。
第 3節 イソプロビールアルコール水溶液による
成績
まえがき
イソプロピールアルコールは無色の液体で ζれを 
.10%，20%，40%の3種の濃度の水溶液を調製し，
第 1節において述べたと同様の方法をもって 6時
間， 12時間， 24時間， 48時間の 4段階の浸漬時聞を
定めて実験を行った。 
L 10%水溶液浸漬による成績 
6時間浸漬， 12時間浸漬においては対照との差異
は殆んど認めず 96%の仔虫形成率を示した。 24時
間漫漬において変性率は 14.1%，48時間浸漬におい
ては 75.4%の変性率で主な変性像は頼粒化であっ
た。 
2. 20%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬
対照とほ Y同様の発育が認められ特に変性卵は見
られなかった。 
b. 12時間浸漬
変性率は 24.9%であるが変性卵のうち大多数は
仔包期迄発育し頼粒化が著明であった。
:時間iす i す 1~'lf~ë2 1 仔虫|不明
 
iEY2J:i r1222l19l97.4 0.71 
il;出 :l l ::|;;lz;|751 
115山口市l;:;P469 
4~.lp.E.F. 封入時
間|最終観察時 
c. 24時間浸漬
仔包期卵のうち約 1/7 K胞形成がみられ約4/7は崩
壊初期の像が認められ，変性率は 31.0%であった。 
d. 48時間浸漬
変性率は 97.5%であるが 84.0%は仔包期迄発育
し主な変性は頼粒化と崩壊であった。 
3. 40%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬
最終観察時の変性率は 25.0%で1.97%の仔包期
卵は軽度の変形を示し，矧叫期卵，桑実期卵は萎縮
を認めるものが少数あった。 
b. 12時間浸漬 
P. E. F.封入時桑実期卵は約 1/3 I乙軽度の萎縮転
位を認め，最終観察時はおける変性率は 33.1%で蜂i
叫期卵 4.0%はすべて胞形成があり， 桑実期卵はそ
の約 1/4は胞形成が認められ，約2/5は崩壊像を示し、
た。其の他の変性は頼粒化であった。 
12 P.E.F.封入時 0.8 
間時 0.8最終観察時 24.3I4.0I4.0 I66.9 
11.5 86.3 2.2 
自最終観察時 3.6 77.7 3.6 
48l…「 |吋21Z8l自最終観察時 9.8I72.0 I2.8 
c. 24時間浸漬 
P. E. F. 封入時全卵に頼粒化を認め開制期卵 86.~
%のうち約 2/5は軽度の萎縮転位があり，約 1/20の
少数卵が崩壊初期の像を示し，桑実期卵は半数が萎
縮を示した。最終観察時の変性率は 100%で一部に
崩壊像を認める卵も見られた。尚発育期不明で崩壊
のものが 15.0%認められた。 
d. 48時間浸漬 
P. E. F.封入時全卵lと頼粒化が見られ 2.8%の仔
包期卵は変形を示し，開叫期卵のうち約 14.0% Iζ透
明化があり，桑実期卵は軽度の萎縮を示した。最終
観察時矧叫期卵は大多数が萎縮転位があり，卵殻不
明のものもあり崩壊の卵も見られ，発育期不明卵は 
15.4%あり変性率は 100%であった。
小指
全般的lζ著明な変性を認めた例は 40%水溶液の
みで低濃度水溶液lと於ては 48時間浸漬により頼粒
15.1 
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化，崩壊を認めたが，その大多数の卵は仔包期卵ま
で発育した。 40%水溶液lとおいては変形，胞形成，
頼粒化，崩壊，萎縮転位，等の変性像が認められ
た。尚対照は各条件下で 94.1%乃至 98.5%の仔虫
形成率を示した。
第4節 プロピオン酸水溶液による成績
まえがき 
1塩基飽和脂肪酸のうち炭素数 3箇のプロピオン
酸を溜水を用いて 5%，10%，20%の3種の濃度の
稀釈液を調製し，第 1節において述べたと同様の方
法をもって実験を行った。
実験成績 
1. '5~古水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬
対照とほ Y同様で仔虫形成率は 97.1%で，薬剤に
よる虫卵への影響は特に認められなかった。
詰戸市 
6 P.E.F.封入時 2.9 89.2 7.9 
時
間 最終観察時 97.1 2.9 
12 P.E.F.封入時 3.5 
351叩1911日寺
問 最終観察時 3.5 2.81 0.71 55.31 37.7 
F17i割引すi
吋明 
2~ Ip.E.F.封入時15.6 1 7.91 186.51 
日|最終観察時15.6 1 7.11 0.8185.71 081 
られた。 
2. 10%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬
最終観察時の変性率は 15.8%で2.1%の分裂期卵
は異常分裂が認められ，他の変性卵は頼粒化が認め
られた。
表 7. プロピオン酸 10%水溶液漫漬による成績
広部手|すlT|す|仔虫|不明詰l す 
6 
時
間 
12 
時
間 
24 
時
間 
12.3 84.2 3.5P.E.F.封入時 
7815218112lPEF「
間最終観察時 2.7 3.9 1 5.2 1 81.1 
b. 12時間浸漬
最終観察時の変性率は 71.0%で変性は頼粒化，萎
縮転位が主たるものであった。 
c. 24時間浸漬 
P.E.F.封入時仔包期卵61.0%は軽度の萎縮があ 
り， 16.9%は中等度の萎縮及び転位を認めた。最終
観察時には仔虫は 1隻も認められず，全卵K著明な
最終観察時 
P.E.F.封入時 
最終観察時 
P.E.F.封入時 
最終観察時 
2.1 10.2 3.5 
80.03.0 
3.4 2.61 6.0 58.1 29.0 
5.8 7.8 5.8 80.6 
3.9 5.1 3.9 80.6 
ーで一一ー一一ー 頼粒化を認めた。l
ftYJ2tlzlJ212l;:; 
b. 12時間漫漬 
最終観察時の変性率は 62.3%で変性卵は頼粒化
が主であり，仔包期卵には一部軽度の萎縮が認めら
れた。 
c. 24時間浸漬 
P.E.F.封入時仔包期卵は 86.5%であるが，仔虫
は1隻も認めなかったが最終観察時には 0.8%の仔
虫を認めた~ 85.7%の仔包期卵は頼粒化し軽度の萎
縮を認めるものが約半数あり，中等度の萎縮を示す
ものが約 1/10で、あった。開糾期卵，桑実期卵，分裂
期卵は頼粒化が著明で桑実期卵は約 1んに胞形成を
認めたo
d. 48時間浸漬 
P.E.F.封入時の仔包期卵は 83.0%であり最終観
察時lとは仔虫は認めず，全卵頼粒化があり，仔包期
卵，蛸叫期卵lとは軽度及び中等度の萎縮転位が認め 
d. 48時間浸漬 
P. E. F.封入時と最終観察時との卵の発育状態は 
7.1%の卵の消失を除き全く変化がみられなかった。
仔包期卵は 52.5%が軽度の萎縮， 23.3%が中等度の
萎縮及び転位が認められた。矧叫期卵は萎縮転位が
みられ，桑実期卵は胞形成がみられた。以上の外の
卵には著明な頼粒化が認められた。 
3. 20%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬 
P. E. F.封入時全卵分裂期で，細胞の一部透明化
のもの1.9%を認め，封入 24時間後には桑実期卵に
発育したもの 13.8%で分裂期で軽度の萎縮転位を
認めたもの 23.1%，分裂期で細胞が茶褐色に着色し
て見えるもの 60.2%でうち約 40% IL胞形成を認め 
7こ。最終観察時には全卵頼粒化し，分裂期卵26.4% 
に細胞周縁の一部透明化及び、崩壊を認めた。虫卵の
消失率は 8.1%で、あった。
b. 12時間浸漬， .24時間浸漬， 48時間浸潰
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全卵分裂期で発育は停止し，最終観察時の主な変 
性は頼粒化，萎縮転位，崩壊で虫卵の消失率は各々 
8.2%，7.8%，8.9~るであった。
小括
プロピオン酸水溶液浸漬における虫卵の主な変性
は，頼粒化，萎縮転位，胞形成，分裂異常，崩壊で
水溶液においては浸漬時間の短い10%%，.5 あり， 
時には仔虫形成が認められ，一部の虫卵にのみ軽度 
の変性がみられたが， 10% 24時間以上浸漬の場合
と20%水溶液浸漬においては 100%の変性率を示 
した。尚各条件下における対照の虫卵は 95.3%以上
の仔虫形成率を示した。
第五節カプロン酸水溶液による成績
まえがき
1塩基飽和脂肪酸のうち炭素数5箇 (C5H4COOH) 
のカプロン酸を溜水をもって 0.25%，0.5%，1.0%の 
3種の稀釈水溶液を調製して実験を行った。この水
溶液浸漬の操作及び各種条件は第 1節で述べたと同
様な方法を用いて変性像を追求した。
実験成績
水溶液浸漬による成績0.25% 1. 
a. 6時間浸漬
最終観察時の変性率は 43.4%で，変性卵は頼粒化
が著明であった。 
b. 12時間浸漬
最終観察時の変性率は 52.0%で，変性卵は頼粒化
及び萎縮転位が認められた。 
22l凶;~I '~~]I 吋明
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c. 24時間浸漬 
最終観察時の変性率は 97.3%で変性卵のすべて
に頼粒化を認め，蛸叫期卵は 9.6%で萎縮を示し，
桑実期卵は 57.5%で全卵lζ萎縮が認められ転位を
伴うものが大多数であった。
d. 48時間浸漬
P.E.F.封入時開叫期卵，桑実期卵共lζ軽度の萎 
縮を認めた。最終観察時には全卵頼粒化が著明で仔
包期卵及び昭事}期卵は萎縮し桑実期卵は萎縮転位を
示すものが多数認められた。
水溶液浸漬による成績0.5% 2. 
a. 6時間浸漬 
P. E.F.封入時既lζ全卵頼粒化し桑実期卵は大多
数萎縮転位を示し，分裂期卵は全卵萎縮転位を認め
Tこ。発育期不明卵は恐らく桑実期卵か分裂期卵かの
いずれかであるが頼粒化が顕著な為発育期は不明で
あった。最終観察時においては P.E.F.封入時と形
態的に大差を認めなかったが一部にや〉細胞の膨化
したものが認められた。 
b. 12時間浸漬
P.E.F.封入時全卵頼粒化し，矧叫期卵は 1筒も 
認められず，桑実期卵は 56.0%，分裂期卵は 19.8%，
発育期不明卵は 24.2%で共に萎縮転位が認められ
た。最終観察時には P.E.F.封入時と形態的lζ差異
を認めず，頼粒化がや〉高度となったに過ぎなかっ、
た。 
c. 24時間浸漬 
P.E.F.封入時桑実期卵は 5 1.6%，分裂期卵は 
17.4%，発育期不明は 31.0%で全卵頼粒化し，約 20
%の虫卵には強度の萎縮転位を認めたが，大多数の
虫卵は萎縮転位は 12時間浸漬において認められた
程度であった。最終観察時においては 12時間浸漬
と同様に P.E.F.封入時と差異を認めなかった。 
d. 48時間浸漬
 
24時間漫漬とほ Y同様の変性が認められた。
 
3. 1.0%水溶液浸漬による成績 
a. 6時間浸漬
P.E.F.封入時 92.2%は分裂期卵で 2.1%が桑実
期卵，発育期不明卵は 5.7%で頼粒化及び萎縮転位
が全卵K強度比認められ約 20%の卵に胞形成があ
ったが，最終観察時には全卵 lと大いきの異る数箇
ずつの胞形成があり，少数卵に崩壊像が認められ
?こ。 
b. 12時間漫漬 
6時間浸漬の成績と殆んど差異を認めなかった。 
c. 24時間浸漬， 48時間浸漬
虫卵の発育状態はともに 6時間浸漬のものと大差
なく，頼粒化及び強度の萎縮転位が認められたが，
最終観察時においては胞形成は見られず，少数卵に
崩壊及び膨化が認められた。
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小括 表 9. インドール 0.5%水溶液浸潰による成績
結果
カプロン酸の3種の水溶液を用いて実験を行った
0.25%水溶液においては 6時間， 12時間浸潰に r ff担当空唖;7[':fff~，" I，+
 ~ 

おいてのみ多数の仔虫形成が認められ，より長時間
浸漬lとおいては 24時間浸漬の2.7%以外は全卵変性
を認めた。 0.5%及び 1%水溶液においては全卵変
性し頼粒化，萎縮転位，胞形成が主たるもので，ご
く少数卵K膨化，崩壊が認められた。以上の如くカ
プロン酸は低濃度においても虫卵に著しい変化を与
えることが認められた。尚対照の仔虫形成率は 96.3
%以上であった。
第 6節 インドール水溶液による成績
まえがき
6 P.E.F.封入時 
時
間 最終観察時 
0.8 
0.8 
79.3 
5.0 
19.9 
2.2 89.1 2.9 
12 
時
間 
P.E.F.封入時 
最終観察時 
1.6 
1.6 
18.4 
5.4 
10.0 
7.7 
70.0 
67.5 3.1 14.7 
24 
時
間
P.E.F.封入時 
最終観察時 5.9 
94.1 
90.0 
間最終観察時 0.8 円|4.6 90.7 
インドーノレは有臭の白色の結品で、あるが実験に供 形を止めるもの甚だ少く変形して胞形成が認められ
する為その水溶液を調製したが，常温の溜水では溶 7こ。少数の正常の形態の仔包期卵は頼粒化が顕著で
解せず，約 700C温湯を用いて溶解し自然冷却Kよ あった。開叫期卵は全卵頼粒化，萎縮転位が著明K
り球塊となって試験管壁及び試験管底lζ 附着する 認められた。最終観察時には 3.1%の仔虫形成が認
が，この溶液l乙虫卵を投入して実験を行った成績 められた。
と，常温の溜水を添加してインドール添加水として c. 24時間浸漬
行った実験成績とは全く差異を認めなかったので操 P. E. F. 封入時矧叫期卵は 5.1% で穎r~l化及び萎
作の便宜上ーたん溶解したインドーノレ水溶液として 縮転位があり， 94.1%の卵はすべて発育期不明で頼
実験に供した。水溶液は 0.5%，1. 0%，2.0%の3種 粒化及び強度の萎縮転位があり細胞周縁K細胞のー
の濃度を使用した。乙れらの水溶液は前記の如く一 部分の変化したものと推定されるや〉明るい部分を 
ii700C vc.熱しでも薬品の虫卵l乙対する影響力は変 認める卵が大多数であった。最終観察時においては
化しない ζとが認められたので薬品の質的変化はな P.E.F.封入時と形態的には変化は認めないが， 5.0 
いとみなしうる。この 3種の水溶液を用いて実験を %の卵の消失があった。
行った。 d. 48時間浸漬 
1. 0.5%水溶液浸漬による成績 P. E. F.封入時矧叫期卵4.6%，分裂期卵0.9%， 
a. 6時間浸漬 発育期不明卵 94.5%で全卵頼粒化及び萎縮転位が 
P. E. F.封入時には著しい変化は認めないが封入 あり，崩壊を示すものが約8%で、あった。発育期不 
24時間後には行虫形成は 29%で仔包期卵は正常 明卵は大多数が 24時間浸漬κおいて認められた如
卵，及び著しい変形卵を認め，その数は正常卵は変 き細胞周縁l乙半月形lζや〉明るい部分を認めた。最
形卵の約1.5倍であった。 ζの仔包期の変形卵は種 終観察時には少数卵lζ胞形成を認める以外は P. E. 
々の形態があり，盛l乙運動する。桑実期卵は全卵細 F.封入時と差異はなく卵の消失は 3.9%であった。 
胞境界明瞭となっていた。最終観察時には仔包期卵 2. 1.0%水溶液浸漬による成績 
の変形は益々強度となり，その約 1/3 I乙大胞形成を a. 6時間浸漬 
認めた。 P. E. F.封入 24時間後において形態のほぼ正常
b. 12時間浸漬 な仔包期卵は約 29.0%，著しい変形を来たした仔包 
P. E. F.封入時正常の形態及び運動をしていた仔 期卵は約 50.0%でうち約 lんの卵に胞形成を認め
包期卵は 24時間後においてはその約 55.0%は P. 1.こ。 18.3%の桑実期卵は程度の萎縮転位及び細胞境 
E. F.封入時とほ Y同様の形態であるが残りの約 界明l僚のものが大多数であった。最終観察時には全 
45.0%は変形し，少数卵には胞形成を認めた。蜂i叫 卵頼粒化し崩壊及び崩壊初期の像が著明であった。
期卵は約半数が胞形成を示し，桑実期卵は約半数が b. 12時間浸漬
頼粒化が著明で一部lこは細胞境界明瞭なものが認め P. E.F.封入時 60.8%は仔包期卵に発育し開糾期
られた。 P.E. F.封入 48時間後には仔包期卵は原 卵は 31.1%であったが， P. E. F.封入後 24時間目
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には正常の形態の仔包期卵は約 10.0%のみで他の 及び中等度の萎縮を示し細胞周縁には 24時間浸漬
仔包期卵は変形し蛸叫期卵，桑実期卵は共l乙萎縮を 時に認めたと同様な像がみられた。胞形成の卵は
認め少数卵に胞形成があった。最終観察時において 4.3%で 24時間浸漬の場合と比して甚だ異る。 P.E.
は全卵頼粒化し崩壊及び崩壊初期の像が認められ F.封入後 24時間自において約 80%の卵に胞形成 
Tこ。 が認められた。最終観察時比は全卵崩壊及び崩壊初 
c. 24時間浸漬 期の像を示した。 
P. E. F.封入時蛸叫期卵 2.5%を認める以外は全 小括
卵発育期不明卵で穎粒化し萎縮転位を示し，約 1/5 インドールは 0.5%水溶液においても虫卵に著明 
lζ胞形成を認めた。この発育期不明卵は仔包期まで な変化を与え， 6時間， 12時間浸漬においては各濃
発育したものか，桑実期，側斜期迄の発育で停止し 度の水溶液浸潰において，変形，胞形成，萎縮化，
て萎縮したものか不明であるが 12時間浸漬の成績 桑実期卵の細胞境界明瞭化，萎縮，転位等が認めら
から推して一応仔包期卵まで発育して強度に萎縮し れ，変形は仔包期卵に著明K現れ，その形態も種々
たものと推定される。 P.E. F.封入 48時間後には のものが認められた。 24時間以上の浸漬において
発育期不明卵は大多数が細胞胞周縁にや〉明るい細 は， P. E. F.封入時既に強度叉は中等度の虫卵の萎
胞の一部分と思われる半月形の部分が認められた。 縮転位を認め大多数の虫卵は発育期不明で細胞の周 
d. 48時間浸潰 縁に半月形民細胞の一部分の変化したものと推定き
蜂i叫期卵は1.8%で他はすべて発育期不明卵で頼 れるや〉明るい部分が認められた。尚対照の仔虫形
粒化及び萎縮転位が著明で少数卵l乙胞形成を認め 成率は各条件下で 95.8%以上であった。
た。最終観察時には全卵崩壊及び崩壊初期の像が認
められた。 
第 IV章者 担，豆、
3. 2.0%水溶液浸漬による成績 鈎虫症撲滅の為にその直接の感染源である虫卵-
a. 6時間浸漬 仔虫を殺滅する要因としての化学的・物理的侵襲を 
P. E. F.封入 24時間後の仔包期卵は正常の形態 虫卵に与えて殺減せんとする試みが現在迄多数行わ
のもの 26.1%，変形を認めるもの 55.3%で半数以上 れてきたが， 乙れは虫卵殺滅については仔虫への発
の卵は運動が認められた。'変形は種々の形態があ 育を完全に阻止し，人体への感染を防ぐ為に虫卵の
り，全く不定であった。桑実期卵は 17.8%で頼粒 殺滅のみを主目的とし，殺滅I乙要する最少叉は最低
化，萎縮及び細胞境界明瞭の卵が大多数であった。 の条件及び限度を化学薬品への接触叉は物理的侵襲
最長冬観察時には大多数の卵l乙崩壊及び崩壊初期の像 に求めてきた。併し乍ら虫卵が如何なる機転を経て
が認められた。 死滅してゆくかの点についてはあまり解明されてい
b. 12時間浸漬 ない。私はこの変性が如何なる様式で行われ，虫卵 
P.E.F.封入時仔包期卵 40.3%は大多数が運動し の形態が如何に変化してゆくかを化学薬品を虫卵ι
ているのが認められたが， 24時間後においては著明 接触せしめて実験を行った。実験に用いた薬品は通!
な変形をきたし，矧叫期卵，桑実期卵は共に頼粒 常便池中に見出されるもので虫卵に対し殺減効果の
化，萎縮を示した。 P.E.F.封入 48時間後l乙は仔包 あるものと認められる亜硝酸ソーダ，アンモニア水，
期卵はほ Y全卵に胞形成を認めた。最終観察時には イソプロピー Jレアルコール，プロピオン酸，カプロ
全卵崩壊及び崩壊初期の像を認めた。 ン酸，インドールの 6種類のものを使用した。犬鈎
'c. 24時間浸漬 虫卵を集卵して前記 6種類の薬品の倍数稀釈による 
P.E.F.封入時蛸叫期卵は1.7%で他の 98.3%の 3叉は 4段階の水溶液に浸漬したが，前記の諸濃度
卵は発育期不明で頼粒化し強度叉は中等度に萎縮転 の範囲内での低濃度水溶液に短時間作用させた場合
位し，うち 84.0%の卵は細胞周縁に細胞の一部分と には仔虫形成が認められ， 中等度濃度水溶液に長
思われるや〉明るい半月形の部分があり数箇の小胞 時間，即ち 24時間叉は 48時間作用させた場合及び
を認めるものが多数あった。最終観察時には大多数 高濃度水溶液 K12時間以上作用させた場合には大
の卵K崩壊及び崩壊初期の像が認められた。 多数，叉は全部の虫卵が死滅すると推定される稀釈 
d. 48時間浸漬 液を調製した。虫卵を薬液l乙浸潰する場合その時間 
P. E. F.封入時全卵発育期不明で頼粒化し，強度 はどの程度のものを選定したならば最も典型的変性
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像が出現し・，幾分なりとも変性の機構をうかがうに められるものはほ Y確実に崩壊の過程を経て死滅す
足るかは重要な条件と思われるが，私は最も適当な るものと思われる。頼粒化が著明氏認められないで
ものとして 6時間， 12時間， 24時間， 48時間の 4段 中等度叉は強度K萎縮及び転位の認められるものも
階の浸漬時聞を選定した。これは方波見 (1958)の 死卵と判断してもよいと思われる。尚薬品l乙虫卵を
人鈎虫卵の発育を個々の虫卵につきポリエチレンフ 浸潰する際l乙虫卵数を数えるが 1007 箇程度150至'1
イノレムを使用して継続観察したところ適温において のうち既に変性の認められるもの及び不受精卵は虫
は 24時間以内K完全に瞬化脱殻したという成績を 卵総数から除外した。乙の際K認められた変性卵は
基礎とした。正常の虫卵は 24時間以内iζ脱殻が行 頼粒化，萎縮，転位，分割球離断，崩壊であった。
われる為，その 2倍の 48時間漫漬を行えば薬品の 不受精卵については森下等 (1255-56)，伊佐 (1956)，
虫卵に与える影響力をほ Y捕捉することは可能であ 楠 (1958)等の犬鈎虫の不受精卵に関する報告があ
り，乙れ以上の長時間浸漬においては大きな意義を るが，楠はこれらの卵は極めて破壊され易く我々が
認め難い。虫卵を一定時間薬品に浸潰した後，乙の 糞便中にこれを見出すことは甚だ困難であると述
作用薬品を除去し虫卵の継続観察を試みたが，出来 べ，伊佐は野犬の糞便中K見出された不受精卵は卵
る限り正確に虫卵の発育を観察出来るものとして方 殻が極めて非薄で破壊され易く受精卵のそれに比し
波見 (1958)の実験にならいポリエチレンフィルム て弱々しく， もろい感じであり卵の形は不整で類円
を用いて対物ガラスの上に封入して，ぺトリーシャ 形，短楕円形，長楕円形を呈し，いびつな形に変形
ーレl乙ガーゼを二重叉は四重K折畳み封入されてい しているものもあり，その卵細胞は萎縮じて卵殻と
る虫卵に直接水が接触せぬ様l乙水を加え，水分欠乏 の聞に不定形の空隙が見られ，その頼粒は大小不同
により，虫卵の変化を来たさぬよう留意した。 P.E・ となり粗大な頼粒状物或は水滴状物が見られると報 
F.封入時の虫卵の発育は低濃度の薬品を短時間作 告している。私は以上の報告を基礎として不受精卵
用せしめた場合には，薬品の虫卵に対する発育阻止 と認められる虫卵を除外して実験を行った。実験に
能力とほ Y無関係に蛸叫期以前の発育期であり，こ 用いた薬品はプロピオン酸，カプロン酸が 1塩基飽
れを 24時間後， 48時間後， 72時間後にその都度解 和脂肪酸であり，その炭素数がカプロン酸が 3箇多
卵器から取出して観察した場合には薬品の虫卵への いのみであり化学的に共通性を有するが，その化学
発育阻止能力が弱く，不可逆性の変化が虫卵に起生 作用の程度比は当然差異が認められる。他の薬品の
されていない場合には，虫卵の発育が充分認められ 相互間には共通性及び類似点は見出されないのであ
る。しかし大多数の虫卵の発育は薬品を除去して るが，実験成績で見られた如く変性の形態は全く異 
P.E.F.封入後 24時間目に観察した時にほ Y最終的 る薬品を使用した際にも頼粒化，崩壊，萎縮転位，
発育状態に達し，引続き 24時間僻卵器中に放置し 胞形成等の不可逆性とみなされる変性像が認められ
でも僅かに発育ののびが認められるに過ぎない。乙 る。但し変性の出現率の高低，変性の程度，出現の
れは鈎虫卵の発育が適温においては短時間に経過す 時期等については各々の薬品lとより多少の差異は認
る為当然であるが，変性の認められた虫卵叉は時閉 められる。乙れは恐らく完全な不可逆性の変化が虫
的経過により変性像が著明に出現するようになると 卵に起生されたことによって出現する末期的形態が
推定される虫卵の存在を考慮して， P. E.F.封入後 かくの如きものであると考えても差支えないと思わ 
72時間目をもって最終観察時期とし，蘇生試験を打 れる。即ち薬品の虫卵を変性に導く作用機序は異つ
切った。各種薬品を虫卵に作用せしめて認め得た虫 ても結果的に出現する種々の変性像のみが，或一定
卵の形態のうち正常なものと判断し難い変化を認め の最大公約数的形態の変化の一つであるということ
た細胞の頼粒化，萎縮，転位，胞形成，透明化，変 であり，薬品の虫卵に対する侵襲は生物学的には各
形，膨化，着色，異常分裂，分割球離断，輝裂，崩 々具った機転によるものと推定される。即ち崩壊像
壊，をもって変性像とした。但し変性の程度により についてみるに，アンモニア水のみが他の薬品によ
虫卵は死滅せずに脱殻仔虫として発育するものも或 る崩壊像とその出現率，程度の違い等の面l乙於て特
程度考慮されるが， ζの点が虫卵の生死を判別する 異的な事実もうなづかれる。アンモニア水の中等度
上に重要であり，上記の変性形態のうち如何なる種 濃度水溶液による種々の典型的崩壊像としては，分
類如何なる程度のものが不可逆性を有し，虫卵が死 裂期において細胞数が明瞭に認められる状態におい
滅するものであるかは論断出来ないが，頼粒化の認 て既に他の形態的変化l乙先立ち各割球の周縁は一部
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分か大部分にわたり鋸歯状に崩れ，叉中心部のみが 酸l乙著明に認められたが，この胞の内容については
同様に崩れる場合もあり，桑実期卵において周縁が 未だ充分解明されておらず脂肪球と従来考えられて
一部分崩れるもの，大部分崩れるもの及び細胞の中 いるが，私の実験の範囲においてはこれが究明を行
心部のみ崩れるもの，細胞の何分の 1かの部分のみ、っていないので論断出来ないが，乙の胞形成のみ認
が限局的に崩れてしかも他の部分はほ Y正常か叉は
軽度の頼粒化が認められる状態等，卵細胞の全面的
崩壊への過程を推測させるに充分な変化が出現する
が，他の薬品を使用した際に出現する崩壊像は不定
型の虫卵の末期的な像が多く，特に卵細胞が頼粒化
し惨透圧の関係か一つの塊りとなって卵殻外に飛出
すものが亜硝酸ソーダを用いた際に出現する外は，
大部分卵細胞がぱらぱらとなって卵殻外K流出する
二次的の変化として認められる場合が多く，薬品の
虫卵K対する作用が各々具るものであると推定され
る。即ち崩壊のみKついて考えるに短時聞の薬品と
の接触Kおいて卵細胞が，その侵襲により強い影響
をうけ直ちに細胞の崩壊が始まる場合と，時間的経
過により逐次細胞が侵され変性を惹起しその最終段
階としての崩壊という転帰が考えられる。崩壊以外
の変性像について考えるに異常分裂は亜硝酸ソーダ
及びプロピオン酸に出現したが分裂期においては各
割球の大いさの不等として現れ，各割球に部分的崩 
壊や透明化を認めたが，桑実期以降の発育期におい
ては各割球の発育する速度の遅速により発育形態が 
2段階にまたがり分裂期の部分と桑実期の部分があ
ったり，桑実期と附叫1mにまたがる如く細胞の異常
形態として出現したが，主として蝋叫期以前の発育
期K多く認められた。柳沢(1955)は畑虫卵の異常
分裂については虫卵の発育段階の桑実期後期は発生
学上の嚢匪期にあり，この期は細胞の増殖のみでな
く細胞の位置の移動や機能の分化が始まる時であつ
て，之が為に異常分裂もこの期以降には進み難いも
のであらうとしている。変形はイソプロピー Jレアル
コールには少数卵に認められるのみであるが，イン
ドールに於ては短時間浸漬 P.E.F.封入後仔包期卵
へ発育したもののうち約半数民全く不定形の変形が
出現し，かつ大部分の虫卵が運動するのは薬品の侵
襲をうけ卵細胞の一部分に変化が現れても発育生存
能力が存する限り，形態的な面においては明らかに
卵細胞の変形として認められる。卵殻は頼粒化，崩
壊，萎縮転位を強く認める虫卵程正常の虫卵に比し
てや〉もろく，薄く，膨化して認められ，単に透明
化小胞形成のみられる虫卵のものはほ Y正帯に近い
ものと思われた。アンモニア水を除く他の薬品浸漬
により出現した胞形成は，インドール及び、カプロン
められる虫卵の出現率は低く，大多数のものは頼粒
化，萎縮及び転位等の変化のみられる虫卵K附随し
て出現する傾向が強いので，単に胞形成のみ出現す
る場合仔虫への発育は可能なものと考える。但し大
胞形成の見られる卵は確実に死滅すると思われる。
分割球離断が亜硝酸ソーダに多く認められたが，そ
の成因は不明であるが大部分は 6乃至 8細胞の状態
にあるので発育が最初から停止したものか幾分か分
裂現象があったかは不明であるが，継続観察の途中
において消失している場合が多かった。着色は柳沢
によれば卵細胞の変性によりその分散相粒子の変化
が屈折率の変化をもたらすものとしている。以上の
如く種々の変性像について検討を加えたが，同ーの
薬品を用いて虫卵に作用させた場合，果して我々が
常識的に考える如く変性像の出現率の高低，程度の
強弱が薬品の濃度のみ異り他の作用条件が全く同一
の場合Kは，高濃度水溶液を使用した方がより著明
K変性が認められるか否かの点については，或一定
の濃度を境として濃度高きは低きに優るという事実
は承認されてもよいと考える。同一薬品で、濃度が高
くとも浸漬時間の短いものは仔虫形成率Kおいて低
濃度長時間のものに比して高い場合があった。同一
薬品で、濃度が同じである場合は浸漬時間の長いもの
程変性像の出現率は高かった。尚同一条件の下に同
一薬品を作用させた場合には継続観察の時期の遅い
もの程変性像が強く認められた。以上の如く変性像
を系統的に整理し各々の移行の形式を推測すること
は困難であるが，頼粒化，崩壊は最終的変性形態で
あり，即ち死卵と断定して差支えないと思われるが，
大胞形成，萎縮転位，及び分割球離断は死滅か或は
死滅への前段階として可逆性は認められないと考え
られる。異常分裂， 小胞形成，着色， 透明化，輝
裂，膨化，変形等の変化は必ずしも不可逆性のもの
ではなく一部は仔虫となり一部は二次的に強い変化
を惹起して不可逆性の変性に移行することが想像さ
れる。要するに可逆性，不可逆性というも明確な限
界を虫卵の形態的変化に求めることは困難であり，
組織学的検討を加えて初めて充分な結論を求めるこ
とが必要であろうと思われる。
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犬鈎虫卵を用いて尿尿中に自然発生する諸種の化
学的物質の一定濃度の水溶液に浸漬して，一定時間
後にポリエチレンフィルムをもって対物ガラス上に
封入して 72時間継続観察tし，その変性像を追求し
た結果，次の如き成績を得た。 
1. 亜硝酸ソーダ水溶液に虫卵を浸潰した場合 5
%水溶液においては約 96%の仔虫形成を認め，薬
品の虫卵iζ対する影響力は殆んどなかった。 10%水
溶液においては 24時間以内の浸漬においては 86.3
%以上の仔虫形成率を示し， 48時間浸漬においては 
37.7%の仔虫形成率であり， 24時間浸漬と 48時間
浸漬との差異を認めた。主な変性像は頼粒化，萎
縮，分割球離断が見られた。 20%，40%水溶液にお
いては 20%24時間以上浸漬，及び 40%水溶液浸
漬の際には全卵変性を示し，頼粒化崩壊，萎縮転
位，分割球離断，異常分裂が主な変性像であった。 
2. アンモニアの 0.25%水溶液においては 48時
間浸漬においても 6.0%の仔虫形成が認められ，変
性卵には頼粒化，崩壊がみられ， 0.5%以上の水溶液 
Kおいては全虫卵は変性し主な形態的変化は頼粒化
及び虫卵の崩壊の種々な形がみられ短時間で崩壊の
過程が認められた。 
3. イソプロピールアルコールは相当高濃度の 
40%水溶液においてのみ著明な変性が認められ，主
な変性像は仔包期卵の変形，頼粒化，萎縮転位，胞
形成，崩壊，細胞の膨化等であった。 
4. プロピオン酸は 5%水溶液浸漬においては 
48時間の場合のみ変性率は 100%を示し， 10%水溶
液に 24時間以上，及び 20%水溶液l乙浸潰した場合 
lとおいて全虫卵の変性が認められ，主な変性像は頼
粒化，萎縮転位，胞形成，異常分裂，崩壊であった。 
5. カプロン酸の 0.25%水溶液においては 48時
間以上浸潰した際には全虫卵変性を示し 0.5%，1.0 
%水溶液においては 6時間浸漬においても全虫卵 
変性し主な変性像は頼粒化，萎縮転位，胞形成であ 
った。
6. インドールの各濃度の水溶液浸漬において 
12時間以内浸漬では仔包期卵の著明な変形，胞形
成，頼粒化，萎縮転位が認められ， 24時間以上の浸 
漬においては大多数の虫卵が発育期不明で強度叉は
中等度比萎縮転位し，細胞の周縁K細胞の一部分の 
変化したものと推定される半月形のや〉明るい部分
を認めた。
7. 6種類の薬品を虫卵K作用させた場合共通し
て認められる変性像は頼粒化，萎縮，及び転位であ
っ?こ。 
8. 薬品による特異的な変性像は分割球離断は亜
硝酸ソーダに特に著明lζ出現し，仔包期卵の変形は
インドールrc.多数認められ，イソプロピールアルコ
ールK僅かに出現した。アンモニア水Kおいては崩
壊の典型的な種々の形態がみられた。
終始御指導御校聞を賜った恩師柳沢利喜雄教
授に深謝し，本実験の細部にわたり御教示戴い
た水野助教授に感謝し，種々御教示，御便宜を
戴いた内田講師i，矢島先生，戸崎先生に感謝し
ます。
(本論文の一部は昭和 33年 10月第四回日本寄
生虫学会東日本支部大会において発表した)
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亜硝酸ソーダ(図 1~8)
図1. 分割球離断 
  
40% 6時間漫潰  48時間後 

図 3. 異常分裂，崩壊 
  
20% 12時間浸潰  48時間後 

図 5. 開叫期，穎粒化，萎縮  
20% 24時間浸漬  48時間後
図2. 桑実期，細胞境界明瞭化  
20% 24時間浸漬  24時間後
図 4. 異常分裂，崩壊 
  
20%. 12時間浸漬  48時間後 

図 6. 崩'填 
  
20%. 24時間浸漬  72時間後 

図7. 萎縮，転位  図 8. 胞形成  
20% 48時間浸漬  48時間後 20% 48時間浸漬  24時間後
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アンモニア水(図 9~16)
図 9. 穎粒化，崩壊  
0.5% 12時間浸漬  P.E.F.封入時
図 11. 細胞周縁崩壊  
0.5% 12時間浸漬  P.E.F.封入時
図 13. 4細胞，周縁崩壊  
0.5% 12時間浸漬  P.E.F.封入時
図 10. 分裂期，全周縁崩壊，頼粒化  
0.5% 24時間浸漬  P.E.F.封入時
図 12. 分裂期，崩壊，穎粒化  
0.5% 24時間漫漬  P.E.F.封入時
図 14.崩壊 
  
1% 24時間浸漬  P.E.F.封入時 

図 15.崩壊  図 16. 周縁崩壊，頼粒化  
1% 12時間浸漬  P.E.F.封入時 0.5% 12時間浸潰  P.E.F.封入時
第 3号 町田論文附図  (lli) 一 919-
イソプロピーノレアノレコーノレ (図 17~20)
図 17. 仔包期卵，崩壊 図 18. 変形，一部崩壊 
  
40% 48時間浸漬  72時間後  40% 48時間浸漬  48時間後 

図 19. 頼粒化，萎縮 図 20. 変形，穎粒化  
40% 24時間浸漬  72時間後  40% 48時間浸漬  72時間後
プロピオン酸(図  21--27)
図 21. 穎粒化，萎縮，転位 図 22. 穎粒化，軽度萎縮  
10% 48時間浸漬  P.E.F.封入時  10% 24時間浸漬  P.E.F.封入時
図 23. 頼粒化，萎縮  
10% 48時間浸潰  P.E.F.封入時
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図 24. 頼粒化，萎縮，転位，胞形成  図 25.膨化  
10% 48時間畏漬  P.E.F.封入時 10% 48時間浸漬  P.E.F.封入時
図 26. 異常分裂  図 27. 分裂期萎縮  
10% 24時間浸漬  'P;E.F.封入時 10% 24時間浸漬  P.E.F.封入時
カプロン酸(図 28~35)
図 28. 4細胞: 頼粒化，萎縮，転位  図 ~9. 穎粒化，萎縮  
1% 6時間浸漬  P.E.F.封入時 0.25% 48時間漫漬  P.E.F.封入時
図 30. 顎粒化，胞形成  図 31. 顎粒化，萎縮  
0.5% 12時間浸漬  48時間後 0.5% 12酷間浸潰  P. E.F.封入時
第 3号 町田論文附図 (V) -921-
図32. 崩壊，胞形成 図3. 頼粒化，萎縮，転位，胞形成 
1% 6時間浸漬 24時間後 1% 24時間浸漬 P.E.F.封入時
図34. 萎縮，転位 図35. 2細胞:頼粒化，萎縮，転位 
1 % 12時間浸漬 P.E.F.封入時 1% 6時間浸漬 'P.E.F.封入時
インドーノレ(図 36--47)
図 36. 変形，胞形成 図37. 穎粒化，萎縮，転位 
1 % 12時間漫潰 24時間後 1% 24時間浸漬 P.E.F.封入時
図38. 変形，穎粒化 図39. 変形 
1 % 12時間浸漬 24時間後 1 % 12時間漫潰 24時間後
-922ー 町田論文附図  (VI) 第 36巻
図 40. 穎粒化，萎縮，転位 図 41. 変形，胞形成  
0.5% 24時間浸漬  P.E.F;封入時  0.5% 6時間浸漬  24時間後
図 42. 変形，崩壊，胞形成 図 43. 頼粒化，萎縮，転位  
0.5% 12時間浸漬  72時間後  0.5% 24時間浸漬  P;E.F.封入時
図 4. 崩壊，胞形成 図 45. 穎粒化，萎縮，胞形成 
  
1% 12時間浸漬  72時間後  2% 48時間浸漬  P.E.F.封入時 

図 46. 変形 図 47. 崩壊j胞形成  
0.5% 6時間浸漬  48時間後  2% 48時間浸漬  .48時間後
